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一

　

北
魏
時
代
、
董
黯
の
物
語
が
人
気
を
博
し
、
盛
ん
に
そ
の
図
像
が
描
か
れ
た
こ
と
は
、
孝
子
伝
図
研
究
史
に
お
け
る
、
重
要
な
一
齣
で

あ
る
。
と
は
言
え
、
残
さ
れ
た
董
黯
図
に
は
謎
も
多
く
、
図
像
を
解
釈
す
る
に
際
し
、
屢
々
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
私
が
始
め
て
董
黯
図
の
こ
と
を
論
じ
た
の
は
、
「
董
黯
贅
語
│
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
│
」
（
『
日
本
文
学
』
51
・
7
、
平
成
14

〈
二
〇
〇
二
〉
年
7
月
）
に
お
い
て
で
あ
り①
、
今
か
ら
十
六
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
十
年
を
経
て
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）

年
三
月
、
深
圳
の
呉
強
華
氏
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
は
最
早
、
伝
存
し
ま
い
と
考
え
て
い
た
、
第
四
の
董
黯
図
が
、

呉
氏
の
蔵
品
中
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
仰
天
し
た
の
で
あ
る②
。
呉
氏
は
、
引
き
続
き
董
黯
の
図
像
の
蒐
集
に
努
め
ら
れ
目
下
、

氏
の
収
蔵
に
掛
る
董
黯
図
は
、
全
五
点
に
も
及
ん
で
い
て
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
体
系
的
な
董
黯
図
の
蒐
集
は
、
世
界
的
に
も
例
が
な
く
、

女
子
大
國
お　
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二
十
一
世
紀
中
国
の
至
宝
の
一
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
さ
て
、
呉
氏

収
蔵
の
董
黯
図
は
、
十
六
年
前
に
溯
る
、
私
の
董
黯
図
に
つ
い
て
の
疑
問
の
大

半
を
解
き
明
か
す
と
同
時
に
、
十
六
年
前
に
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
、
董
黯

物
語
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
示
す
数
々
の
場
面
を
、
恰
も
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
展
開

さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
孝
子
伝
図
研
究
に
類
の
な
い
出
来

事
で
あ
り
、
私
を
未
体
験
の
喜
び
で
満
た
す
と
共
に
ま
た
、
幾
つ
も
の
疑
問
を

も
湧
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
般
そ
の
よ
う
な
呉
氏
蔵
品
の
董

黯
図
に
関
す
る
諸
問
題
を
一
気
に
解
決
す
る
、
決
定
的
と
も
言
え
る
遺
品
が
出

現
し
た
。
そ
れ
が
山
西
大
同
の
北
朝
芸
術
博
物
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
、
北
魏
石

床
脚
部
（
前
脚
）
左
半
に
描
か
れ
る
董
黯
図
に
外
な
ら
な
い③
（
図
一
。
呉
強
華

氏
教
示
。
）
。
当
該
遺
品
の
左
半
に
は
、
右
か
ら
、

　
　

A
董
黯
母
共
王
寄

（
奇
）

母
語
時

　
　

B
王
寄

（
奇
）

朾
︵
打
︶

黯
母
時

　
　

C
黯
在
田
心
驚
向
家
問
母
時

　
　

D
黯
為
母
殺
王
寄

（
奇
）

黯
辞
墓
代
死

な
る
四
題
記
を
、
そ
れ
ぞ
れ
画
面
の
右
側
に
配
す
る
、
四
つ
の
場
面
が
描
か
れ

る
（
右
半
に
は
、
同
様
に
〈
但
し
、
題
記
は
左
側
に
刻
さ
れ
る
〉
郭
巨
図
の
四

場
面
が
描
か
れ
る
）
。
当
遺
品
の
題
記
及
び
、
図
像
は
、
従
来
の
董
黯
図
に
お

図一　北朝芸術博物館蔵北魏石床脚部左半（董黯）

AC BD
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け
る
、
数
々
の
疑
問
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
董
黯
諸
図
を
ま
た
、
的
確
に
体
系
付
け
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
て
来
た
の
が
、
類
似
の
図
像
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
想
定
さ
れ
る
、
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
の
粉
本
と
し
て
の
董

黯
画
巻
の
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部
（
左
半
）
の
出
現
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に

知
ら
れ
る
董
黯
図
全
図
を
対
象
と
し
、
改
め
て
董
黯
物
語
の
内
に
位
置
付
け
、
そ
の
絵え

解と
き

（
図
像
解
説
）
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
往
時
の

董
黯
画
巻
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
て
み
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
董
黯
の
物
語
と
し
て
、
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る④
。

　
　

陽
明
本

①
②

董
（
薫
）

黯
家
貧
至
孝
。
雖
与
王
奇
並
居
、
二
母
不
数
相
見
。
③忽

会
籬
辺
。
④因

語
曰
黯
母
、
汝
年
過
七
十
、
家
又
貧
。
顔
色
乃
得
怡
悦
如
此

何
。
答
曰
、
我
雖
貧
食
完
麁

（
鹿
）

衣
薄
、
而
我
子
与
人
无
悪
。
不
使
吾
憂
故
耳
。
王
奇
母
曰
、
吾
家
雖
富
食
魚
又
嗜
饌
、
吾
子
不
孝
、
多

与
人
恐
。
懼
罹
其
罪
。
是
以
枯
悴
耳
。
⑤於

是
各
還
。
奇
従
外
帰
。
其
母
語
奇
曰
、
汝
不
孝
也
。
吾
問
見
董
黯
母
、
年
過
七
十
、
顔
色

怡
悦
。
猶
其
子
与
人
无
悪
故
耳
。
⑥奇

大
怒
。
即
往
黯
母
家
、
罵
云
、
何
故
讒
言
我
不
孝
也
。
又
以
脚
蹴
之
。
帰
謂
母
曰
、
児
已
問
黯

母
。
其
云
、
日
々
食
三
斗
。
阿
母
自
不
能
食
、
導
児
不
孝
。
⑦黯⑧在

田
中
、
忽
然
心
痛
、
⑨馳

奔
而
還
。
⑩又

見
母
顔
色
惨
々
、
長
跪
問
母

曰
、
何
所
不
和
。
母
曰
、
老
人
言
多
過
矣
。
黯
已
知
之
。
⑪於

是
王
奇
日
殺
三
牲
、
旦
起
取
肥
牛
一
頭
殺
之
、
取
佳
完
十
斤
、
精
米
一

斗
熟
而
薦
之
。
日
中
又
殺
肥
羊
一
頭
。
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。
夕
又
殺
肥
猪
一
頭
。
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。

便
語
母
曰
、
食
此
令
尽
。
若
不
尽
者
、
我
当
用
鉾
刺
母
心
、
用

（
曲
）

戟
鉤
母
頭
。
得
此
言
終
不
能
食
、
推
盤
擲
地
。
故
孝
経
云
、
雖
日
用

三
牲
養
、
猶
為
不
孝
也
。
⑫黯

母
八
十
而
亡
。
葬
送
礼
畢
、
乃
嘆
曰
、
父
母
讐
不
共
戴
天
。
便
至
奇
家
斫
奇
頭
、
以
祭
母
墓
。
須
臾
監

司
到
縛
黯
。
々
乃
請
以
向
墓
別
母
。
監
司
許
之
。
至
墓
啓
母
曰
、
王
奇
横
苦
阿
母
。
黯
承
天
士
、
忘
行
己
力
、
既
得
傷
讐
身
。
甘
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醢
、
甘
監
司
見
縛
。
応
当
備
死
。
挙
声（

聞
）哭

。
目
中
出
血
。
飛
鳥
翳
日
、
禽
鳥
悲
鳴
。
或
上
黯
臂
、
或
上
頭
辺
。
監
司
具
如
状
奏
王
。
々

聞
之
嘆
曰
、
敬
謝
孝
子
董

（
薫
）

黯
。
朕
寡
徳
統
荷
万
機
。
而
今
凶
人
勃
逆
。
又
応
治
剪
、
令
労
孝
子
助
朕
除
患
。
賜
金
百
斤
、
加
其
孝
名

也

北
魏
時
代
の
董
黯
図
が
基
づ
い
た
と
思
し
い
、
上
記
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
に
則
し
つ
つ
以
下
、
董
黯
諸
図
の
絵
解
を
試
み
る
が
、
私

は
こ
れ
ま
で
概
ね
各
遺
品
を
単
位
と
し
て
、
計
七
本
の
論
攷
に
お
い
て
、
董
黯
図
の
問
題
を
論
じ
て
来
た
。
議
論
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、

本
論
に
入
る
前
に
、
従
前
の
そ
れ
ら
七
つ
の
拙
稿
を
紹
介
し
て
お
け
ば
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

Ⅰ
「
董
黯
贅
語
│
考
道
と
復
讐
㈠
│⑤
」
（
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』
Ⅱ
一
3
）

　
　

Ⅱ
「
呉
強
華
氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
│
陽
明
本
孝
子
伝
の
引
用
│⑥
」

　
　

Ⅲ
「
董
黯
図
攷
│
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
│⑦
」
（
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
100
）

　
　

Ⅳ
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て
│
翟
門
生
石
床
の
孝
子
伝
図
│⑧
」
（
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
101
』
）

　
　

Ⅴ
「
董
黯
図
攷
㈡
│
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
出
現
│⑨
」
（
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
102
）

　
　

Ⅵ
「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
B
に
つ
い
て⑩
」
（
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
103
）

　
　

Ⅶ
「
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
の
郭
巨
董
黯
石
脚
│
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連
│⑪
」
（
『
京
都
語
文
』
26
）

以
下
、
な
る
べ
く
議
論
の
重
複
を
避
け
な
が
ら
、
遺
品
単
位
で
は
な
く
、
全
体
的
な
董
黯
画
巻
中
の
図
像
の
把
握
を
目
差
し
つ
つ
、
現
存

す
る
董
黯
諸
図
の
具
体
的
な
解
釈
と
位
置
付
け
を
試
み
た
い
。

　

さ
て
、
北
魏
時
代
の
董
黯
図
と
し
て
管
見
に
入
っ
た
も
の
に
、
以
下
の
十
遺
品
が
あ
る
（
前
述
の
当
該
遺
品
を
⑽
と
し
た
）
。
⑴
│
⑽
の

遺
品
に
描
か
れ
て
い
る
董
黯
図
が
、
目
下
知
ら
れ
る
董
黯
図
の
全
て
で
あ
る
。

　
　

⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
（
右
側
下
）
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⑵
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
（
正
面
左
板
）

　
　

⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
（
左
幫
）

　
　

⑷
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
正
面
左
板
左
）

　
　

⑸
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
（
五
四
三
）
年
翟
門
生
石
床
（
右
側
板
左
）

　
　

⑹
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
（
正
面
左
板
中
央
）

　
　

⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）
（
右
側
板
）

　
　

⑻
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
（
正
面
右
板
右
、
中
。
同
左
板
中
）

　
　

⑼
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
B
（
左
側
板
）

　
　

⑽
大
同
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部
（
郭
巨
、
董
黯
）
（
左
半
）

上
掲
十
遺
品
の
董
黯
図
を
通
覧
、
比
較
す
る
に
、
そ
れ
ら
の
董
黯
諸
図
は
、
次
の
十
二
の
場
面
を
描
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　

①
黯
の
家

　
　

②
奇
の
家

　
　

③
黯
母
通
行

　
　

④
両
母
対
話

　
　

⑤
黯
母
帰
る

　
　

⑥
黯
母
暴
行

　
　

⑦
黯
の
遠
行

　
　

⑧
田
中
の
黯



董
黯
覚
書
（上）

37

　
　

⑨
黯
の
馳
奔

　
　

⑩
黯
の
帰
宅

　
　

⑪
三
牲
強
要

　
　

⑫
黯
の
墓
参

左
の
①
│
⑫
の
各
場
面
と
、
上
掲
十
遺
品
に
含
ま
れ
る
董
黯
諸
図
と
の
対
応
を

示
し
た
の
が
、
表
一
で
あ
る
（
⑻
1
は
、
正
面
右
板
、
⑻
2
は
、
正
面
左
板
を

表
わ
す
）
。
表
一
は
、
場
面
か
ら
遺
品
を
眺
め
た
も
の
で
、
ど
の
場
面
が
ど
の

遺
品
に
描
か
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
試
み
た
表
で
あ
る
。
表

一
の
上
段
が
①
│
⑫
の
場
面
で
、
下
段
が
当
該
場
面
を
有
す
る
遺
品
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
表
二
は
、
ど
の
遺
品
に
ど
の
よ
う
な
場
面
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、

登
場
人
物
を
中
心
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
、
言
わ
ば
遺
品
の
側
か
ら
場
面
を

数
え
た
表
と
な
っ
て
い
る⑫
。
表
二
の
右
の
縦
軸
に
⑴
│
⑽
の
十
遺
品
を
、
上
の

表
一　

董
黯
図
場
面
一
覧

①
黯
の
家

⑴
右
、
⑵
左
、
（
⑶
）
、
⑼
左

②
奇
の
家

⑴
左
、
＊

⑵
中
、
⑼
中

③
黯
母
通
行

⑺
右

④
両
母
対
話

⑽
A

⑤
黯
母
帰
る

⑺
中

⑥
黯
母
暴
行

⑺
左
、
下
、
⑽
B

⑦
黯
の
遠
行

⑻
1
右

⑧
田
中
の
黯

⑺
左
、
上
（
左
）

⑨
黯
の
馳
奔

⑺
左
、
上
（
右
）

⑩
黯
の
帰
宅

⑽
C

⑪
三
牲
強
要

＊ （
⑵
中
）
、
＊

⑷
、
＊

⑸
、
＊

⑹
、
＊
⑻
2
中

⑫
黯
の
墓
参

⑵
右
、
⑻
1
中
、
＊

⑼
右
、
⑽
Ｄ

＊
三
牲

表
二　

董
黯
図
遺
品
の
場
面
一
覧

⑴

⑵

⑶

⑷
⑸
※

⑹

⑺

⑻
（

1
正
面
右
板

）

　　
2
正
面
左
板

⑼

⑽

①

右
（
黯
の
家
）

左
（
黯
の
家
）

左
（
黯
の
家
）

董
黯

董
黯

黯
母

董
黯

黯
母

黯
母

董
黯

黯
母

②

左
（
奇
の
家
）

＊

中
（
奇
の
家
）

中
（
奇
の
家
）

王
奇

王
奇

王
奇

奇
母

奇
母

奇
母
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③

右
（
奇
の
家
）

奇
母　

黯
母

④

A
 （
門
）

黯
母

奇
母

⑤

中
（
奇
の
家
）

奇
母　

黯
母

⑥

左
、
下

B
 （
黯
の
家
）

（
黯
の
家
）

黯
母

王
奇

王
奇

黯
母

⑦

1
右

（
黯
の
家
）

董
黯

黯
母

⑧

左
、
上

左
（
田
）

　

董
黯

⑨

左
、
上

右
（
山
）

　

董
黯

⑩

C
 （
黯
の
家
）

董
黯

黯
母

⑪

＊（
中
）

＊（
奇
の
家
）

＊

2
中
（
奇
の
家
）

王
奇

王
奇

奇
母

奇
母

⑫

右

1
中

＊

右

D

（
墓
）

董
黯

董
黯

官
人

董
黯

奇
首

（
墓
）

董
黯

（
墓
）

官
人

（
墓
）
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横
軸
に
①
│
⑫
の
場
面
を
配
し
、
そ
の
交
点
に
各
遺
品
の
当
該
場
面
の
内
容
（
登
場
人
物
〈
と
場
所
〉
）
を
記
し
て
お
い
た
（
※

⑹
は
、
⑹

の
み
場
面
が
左
右
反
転
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
）
。
上
掲
の
表
一
、
表
二
に
基
づ
き
、
①
│
⑫
の
各
場
面
が
踏
ま
え
た
陽
明
本
孝
子
伝
の

本
文
を
確
認
し
つ
つ
、
場
面
間
や
遺
品
間
、
ま
た
、
場
面
と
遺
品
間
の
関
係
な
ど
を
概
説
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

二

　

管
見
に
入
っ
た
十
遺
品
の
董
黯
図
は
、
十
二
の
場
面
に
分
け
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
（
表
一
、
表
二
）
。
そ
れ
ら
十
二
場
面
の
典
拠
と

な
っ
た
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
部
分
を
四
角
囲
い
と
し
て
最
初
に
掲
げ
、
該
当
す
る
図
像
を
紹
介
し
な
が
ら
、
順
次
解
説
を
施
し
て
ゆ

く
。

  

②①
董

（
薫
）

黯
家
貧
至
孝
。
雖
与
王
奇
並
居
、
二
母
不
数
相
見

　

図
二
は
、⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
董
黯
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る⑬
（
題
記
「
董
晏

（
黯
）

供
王
寄

（
奇
）

母
語
時
」
。
こ
の
題
記
の
こ
と
は
、

後
述
す
る
）
。
本
図
を
董
黯
図
と
認
定
さ
れ
た
の
が
、
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
の
西
野
貞
治
氏
に
よ
る
名
論
文
「
陽
明
本
孝
子
伝
の

性
格
並
に
清
家
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
て⑭
、
西
野
氏
の
業
績
は
、
董
黯
図
の
研
究
史
上
に
今
も
な
お
燦
然
と
輝
く
。
図
二
に
は
、

左
右
に
二
つ
の
家
が
描
か
れ
、
右
が
董
黯
の
家
、
左
が
王
奇
の
家
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
内
に
坐
す
る
女
性
が
黯
の
母
、
奇
の
母
で
、

董
黯
は
屋
外
、
画
面
の
右
端
に
立
ち
、
王
奇
は
屋
内
、
中
央
の
柱
に
倚
っ
て
立
っ
て
い
る
（
左
端
は
、
侍
女
）
。
図
二
の
⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
蔵
北
魏
石
室
の
董
黯
図
が
重
要
な
の
は
、
黯
の
家
と
奇
の
家
と
の
二
つ
の
家
を
、
一
つ
の
画
面
に
並
び
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
冒
頭
に
、
「
董
黯
家
…
…
与
王
奇
並
居
」
と
明
記
さ
れ
る
通
り
で
、
船
橋
本
孝
子
伝
の
冒
頭
に
も
、
「
董
黯
家
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…
…
二
母
並
存
」
と
さ
れ
、
敦
煌
本
事
森
に
も
、
「
董
黶

（
黯
）

…
…
比
隣
有
王
寄

（
奇
）

者
、
其

家
劇
富
」
、
類
林
（
類
林
雑
説
）
に
も
、
「
董
黯
…
…
比
舎
有
王
寄

（
奇
）

者
、
其
家
大
富
」

と
あ
る
他
、
会
稽
典
録
に
も
、
「
董
黯
家
…
…
隣
人
家
富
」
（
芸
文
類
聚
33
所
引
）

な
ど
と
さ
れ
る
如
く
、
必
ず
触
れ
ら
れ
る
点
と
な
っ
て
い
て
、
同
時
に
貧
と
富
、

孝
と
不
孝
と
が
対
照
的
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
董
黯
図
の
冒
頭
に
は
、

黯
の
家
と
奇
の
家
の
二
つ
の
家
を
対
比
的
に
描
い
て
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
す
る
流
れ

が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ら
は
、
画
面
こ
そ
分
か
れ
て
は
い
る
が
、
⑵
ネ

ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
の
左
、
中
（
後
掲
図
三
、
図
六
）
、
⑼

呉
氏
蔵
董
黯
石
床
B
の
左
、
中
（
後
掲
図
四
、
図
七
）
に
、
は
っ
き
り
と
継
承
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
右
側
板
の
右
、
中
（
奇
の
家
）
、
左
（
下
、

黯
の
家
）
な
ど
に
も
そ
の
木こ

霊だ
ま

を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
（
後
掲
図
八
、

図
十
、
図
十
一
）
。
故
に
、
董
黯
図
を
見
る
時
に
は
、
黯
の
家
と
奇
の
家
（
さ
ら
に

貧
富
や
孝
不
孝
）
に
注
目
す
る
こ
と
が
、
判
定
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で

あ
る
。
さ
て
、
図
二
は
、
孝
行
息
子
と
不
孝
息
子
を
抱
え
た
二
つ
の
家
を
対
照
的

に
描
き
出
す
、
董
黯
図
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
表
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
右
半
は
、

親
孝
行
な
董
黯
が
母
に
供
養
を
尽
く
す
図
で
あ
り
、
黯
母
の
表
情
は
穏
や
か
に
ふ
っ

く
ら
と
描
出
さ
れ
、
一
方
左
半
の
奇
の
家
で
は
、
高
圧
的
、
暴
力
的
に
母
に
臨
む

王
奇
と
、
団
扇
で
顔
を
覆
っ
て
険
し
い
表
情
を
隠
し
つ
つ
、
困
惑
し
て
い
る
奇
母

図二　①黯の家（右）、②奇の家（左）（1）
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が
描
出
さ
れ
て
い
る
。
見
事
な
董
黯
図
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
い
う
外
な
い
。
さ
て
、
西
野
氏
は
、
王
奇
と
奇
母
の
間
に
置
か
れ
る
、
「
盤
乃
至

盒
の
如
き
も
の
の
上
に
盛
ら
れ
た
」
物
を
、
三
牲
と
判
断
さ
れ
た
が
、
⑼
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
B
の
左
側
板
中
の
出
現
に
鑑
み
（
後
掲
図
七
）
、

こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
三
牲
と
は
し
な
い
。
右
半
と
対
比
的
に
描
か
れ
た
、
豪
華
な
食
事
（
或
い
は
、
大
食
）
を
強
い
る
、
王
奇
に
よ
る
一

種
の
孝
養
図
と
見
て
お
き
た
い
。

　

図
三
は
、
⑵
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
の
正
面
左
板
左
に
描
か
れ
た
、
①
黯
の
家
を
示
し
た
も
の
で
あ
る⑮
。
画
面

左
、
屋
内
に
坐
す
る
の
が
黯
母
、
対
し
て
庭
上
に
跪
く
の
が
董
黯
で
、
二
人
の
侍
女
が
食
物
を
運
ん
で
い
る
所
を
見
る
と
、
董
黯
が
母
に

食
事
を
供
し
て
い
る
場
面
で
あ
ろ
う
。
母
は
左
手
を
上
げ
、
も
う
沢
山
だ
と
言
っ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
図
四
は
、
⑼
呉
氏
蔵
董
黯
石
床

B
の
左
側
板
左
を
示
し
た
も
の
だ
が⑯
（
二
行
分
の
榜
が
あ
る
。
但
し
、
文
字
は
読
み
取
れ
な
い
。
後
掲
図
七
、
図
二
十
九
も
同
じ
）
、
こ
れ図四　①黯の家（9）

図三　①黯の家（2）
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も
図
三
と
同
じ
場
面
を
描
い
た
も
の
で
、
黯
の
家
を
中
心
と
し
て
、
画

面
左
の
屋
内
に
母
が
坐
し
、
右
に
董
黯
が
跪
く
。
董
黯
は
食
器
を
捧
げ
、

母
の
下
に
は
、
食
物
の
盛
ら
れ
た
器
と
空
の
器
が
見
え
る
か
ら
、
図
四

も
母
に
食
事
を
供
す
る
場
面
に
違
い
な
い
。
図
五
は
、
⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ

ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
左
幫
の
董
黯
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る⑰
（
題
記

に
、
「
孝
子
董
懢

︵
黯
︶

与
父
犢

（
独
）

居
」
と
記
さ
れ
る
）
。
本
図
の
題
記
に
は
、

「
父
」
が
登
場
す
る
こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
指
摘

し
た
通
り
だ
が⑱
、
今
題
記
の
「
董
懢
」
を
董
黯
と
捉
え
て
、
図
五
を
董

黯
図
の
一
つ
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
画
面
右
の
牀
上
に
坐
す
る
の
が
黯

母
、
左
に
跪
い
て
い
る
の
が
董
黯
と
な
り
、
家
こ
そ
描
か
れ
て
は
い
な

い
も
の
の
、
本
図
は
や
は
り
、
例
え
ば
図
三
や
図
四
な
ど
に
見
る
、
母

に
孝
養
を
尽
く
す
董
黯
を
場
面
化
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
淵
源

は
、
①
黯
の
家
を
出
自
と
す
る
も
の
と
見
做
す
の
が
穏
当
な
所
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
、
小
稿
に
お
い
て
は
、
⑶
を
①
の
内
に
位
置
付
け
て
お
く

こ
と
と
し
た
い
。

　

図
三
、
図
四
に
描
か
れ
る
①
黯
の
家
に
対
し
、
次
に
②
奇
の
家
を
紹

介
し
よ
う
。
図
六
は
、
⑵
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石

床
正
面
左
板
中
の
②
奇
の
家
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
題
記
「
不
孝
王

図五　①黯の家（3）
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寄
（
奇
）

」
）
。
画
面
の
左
、
垂
帳
の
前
で
杖
を
手
に
し
て
坐
す
る
の
が
、
奇
母
で
あ
る
。
奇
母
の
左
右
に
二
人
の
侍
女
が
立
っ
て
い
て
、
左
の
侍

女
は
、
団
扇
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
母
に
対
し
て
、
剣
を
腰
に
帯
び
胸
を
張
っ
て
立
っ
て
い
る
の
が
王
奇
で
あ
る
。
王
奇
の
剣
は
、
本
図

の
他
、
⑪
三
牲
強
要
の
後
掲
図
二
十
、
図
二
十
二
、
⑧
黯
母
暴
行
の
図
十
二
な
ど
に
も
見
え
る
も
の
で
、
陽
明
本
⑪
の
記
述
に
、
「
便
語
母

曰
、
食
此
令
尽
。
若
不
尽
者
、
我
当
用
鉾
刺
母
心
、
用

（
曲
）

戟
鉤
母
頭
」
（
船
橋
本
「
爾
即
曰
、
若
不
喫
尽
、
当
以
鋒
突
汝
胸
腹
。
転
載
刺
母
頸
）

と
記
し
、
敦
煌
本
事
森
に
、
「
抜
刀
脅
抑
、
令
喫
之
」
と
記
す
よ
う
な
、
王
奇
の
暴
力
的
、
反
社
会
的
な
性
格
を
表
わ
す
も
の
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
そ
の
王
奇
の
右
に
は
、
御
者
と
豪
華
な
鞍
を
置
い
た
馬
が
描
か
れ
、
奇
の
家
の
財
力
を
明
示
す
る
。
さ
て
、
本
図
に
は
、
家
が
描
か

れ
て
い
な
い
が
、
母
の
前
に
置
か
れ
た
大
き
な
盆
に
は
、
多
数
の
食
器
が
並
ん
で
い
て
、
本
図
も
母
に
食
事
を
供
し
て
い
る
図
で
あ
る
こ

と
は
疑
い
な
い
か
ら
、
例
え
ば
単
純
な
垂
帳
に
加
え
て
、
後
述
三
牲
を
始
め
と
す
る
大
量
の
食
事
な
い
し
（
図
三
の
侍
女
の
盆
と
較
べ
、

明
ら
か
に
大
き
な
盆
で
、
載
る
器
の
数
も
多
い
）
、
高
価
な
鞍

を
置
い
た
馬
な
ど
を
以
っ
て
、
豊
か
な
奇
の
家
を
象
徴
さ
せ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
図
を
左
に
あ
る
図
三
の
董
黯
の
家
に
対

し
、
奇
の
家
を
表
わ
し
た
も
の
と
見
做
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。

さ
て
、
前
掲
図
三
の
黯
母
が
図
二
右
と
同
様
、
ふ
っ
く
ら
と
穏

や
か
で
あ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
本
図
の
奇
母
が
瘦
せ
、
険
し

い
表
情
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
画
面
中
に
は
っ
き
り
と
看
て
取

れ
る
。
奇
母
は
、
杖
で
過
ぎ
た
食
事
を
拒
絶
し
、
題
記
の
「
不

孝
王
奇
」
を
態
度
で
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
本
図
の
左
下
に
は
、
⑾
の
記
述
に
出
て
来
る
三
牲
（
左
か

図六　②奇の家（2）
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ら
牛
、
羊
、
豕
。
後
掲
図
二
十
四
の
⑵
参
照
）
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
一
見
、
恰
も
本
図
は
、
⑪
三
牲
強
要
の
場
面
の
よ
う
に
も
見
え
る⑲
。

注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
三
牲
が
直
接
、
奇
母
の
前
の
盆
に
盛
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
は
画
面
左
下
の
余
白
部
に
、
点
景
と
し
て
描
き

加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
左
の
①
黯
の
家
（
図
三
）
に
対
し
て
、
本
図
が
②
奇
の
家
の
場
面
を
表
わ
す
こ
と
を
基

本
と
し
、
三
牲
は
、
そ
の
前
提
の
上
に
点
景
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
一
証
と
な
る

の
が
、
⑼
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
B
左
側
板
中
に
描
か
れ
た
図
像
で
あ
る
。

　

図
七
は
、
⑼
の
②
奇
の
家
の
場
面
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
画
面
左
寄
り
の
家
が
王
奇
の
家
で
あ
る
。
屋
内
に
は
奇
母
が
坐
し
、
屋
外

の
庭
上
に
は
王
奇
が
跪
く
。
王
奇
は
、
右
手
に
食
器
を
掲
げ
、
下
の
二
つ
の
盆
に
は
多
く
の
食
物
が
盛
ら
れ
る
か
ら
、
本
図
も
図
六
（
⑵
）

な
ど
と
同
様
、
王
奇
が
母
に
食
事
を
供
す
る
図
像
で
あ
る
。
さ
て
、
本
図
は
、
様
々
な
点
で
、
左
の
①
黯
の
家
（
図
四
）
と
の
対
比
に
お

い
て
見
る
べ
き
図
像
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
両
図
の
家
の
造

作
の
違
い
で
あ
る
。
黯
の
家
が
簡
素
な
作
り
で
あ
る
の
に
対
し
、

本
図
の
奇
の
家
の
方
は
、
屋
根
や
床
な
ど
を
具
え
る
、
本
格
的

な
作
り
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
両
図
の
人
物
を
見
る
と
、
黯
母

は
、
髪
型
か
ら
し
て
若
々
し
く
、
丸
や
か
な
顔
立
ち
を
し
て
い

る
が
、
奇
母
は
、
尖
っ
た
顔
立
ち
の
老
人
に
描
か
れ
る
。
ま
た
、

董
黯
は
、
瘦
せ
て
ほ
っ
そ
り
し
て
い
る
の
に
対
し
、
王
奇
の
方

は
、
丸
々
と
肥
っ
て
腹
も
出
て
い
る
。
そ
の
急
な
角
度
も
眉
も
、

王
奇
の
横
柄
な
性
格
を
表
わ
す
も
の
だ
ろ
う
。
孝
子
伝
図
、
取

り
分
け
董
黯
図
の
研
究
史
に
お
い
て
、
呉
氏
に
よ
る
近
時
の
蒐

図七　②奇の家（9）
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集
に
掛
る
、
⑼
董
黯
石
床
B
の
出
現
の
意
義
は
、
甚
だ
大
き
い
。
そ
の
一
例
と
な
る
の
が
図
四
①
黯
の
家
と
、
本
図
（
図
七
）
②
奇
の
家

の
図
像
で
あ
る
。
本
図
と
図
四
と
が
二
つ
の
家
作
、
両
母
ま
た
、
董
黯
と
王
奇
な
ど
の
点
で
、
対
比
的
に
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
前
述
の
通
り
だ
が
、
例
え
ば
図
四
と
本
図
の
画
面
下
の
盆
器
を
見
て
も
、
図
四
の
そ
れ
が
小
さ
く
、
食
物
も
少
量
│
│
し
か
も
片

方
は
空
で
あ
る
の
に
対
し
、
図
七
の
そ
れ
は
大
き
く
多
量
で
（
盛
ら
れ
た
食
物
自
体
も
大
き
い
）
、
二
つ
の
そ
れ
は
満
杯
と
さ
れ
て
い
る
。

面
白
い
の
は
画
面
の
上
方
、
榜
の
両
側
に
描
か
れ
た
、
図
四
と
図
七
の
二
本
の
樹
木
の
様
態
で
あ
ろ
う
。
図
四
の
二
本
の
木
は
、
細
く
て

葉
も
小
さ
い
が
、
真
っ
直
ぐ
で
自
然
で
あ
る
。
図
七
の
そ
れ
は
、
太
く
て
葉
も
大
き
い
が
、
奇
母
の
上
の
木
は
傾か

し

ぎ
、
枝
ぶ
り
も
乱
れ
て

い
る
。
し
か
も
そ
の
葉
は
枯
れ
掛
っ
て
、
下
向
き
に
全
て
枝し

垂だ

れ
て
い
る
様
は
、
奇
母
の
「
枯
悴
」
（
陽
明
本
）
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

片
や
王
奇
の
上
の
そ
れ
が
、
図
四
、
図
六
の
い
ず
れ
の
木
よ
り
も
太
く
、
葉
が
横
ざ
ま
に
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
下
の
王
奇
の
体

格
と
人
柄
を
反
映
さ
せ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
図
四
と
図
七
は
、
種
々
の
点
で
意
識
的
に
対
応
す
べ
く
描
か
れ
、

言
わ
ば
一
組
の
セ
ッ
ト
を
成
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
図
七
は
、
図
六
（
⑵
）
と
同
じ
場
面
を
扱
い
な
が
ら
、
三
牲
が
見

当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
（
そ
れ
が
⑫
黯
の
墓
参
の
場
面
へ
と
移
さ
れ
て
い
る
〈
図
二
十
九
〉
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
）
、
図
七
は
、

②
奇
の
家
を
場
面
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
⑼
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
B
左
側
板
の
左
と
中
（
図
四
、
図
七
）
の

両
図
は
、
か
く
董
黯
図
に
お
け
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
①
黯
の
家
、
②
奇
の
家
の
場
面
の
存
在
を
実
際
に
裏
付
け
る
、
始
め
て
の
遺
品

で
あ
る
こ
と
に
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
図
四
、
図
七
を
並
び
有
す
る
、
今
般
の
⑼
の
出
現
は
、
董
黯
図
の
冒
頭
が
貧
富
、

孝
不
孝
を
具
象
化
す
る
董
黯
、
王
奇
の
二
つ
の
家
を
並
べ
て
置
く
、

　
　

①
黯
の
家
（
図
四
〈
図
三
、
図
二
右
〉
）

　
　

②
奇
の
家
（
図
七
〈
図
六
、
図
二
左
〉
）

の
二
場
面
を
以
っ
て
、
そ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
⑼
の
二
場
面
は
ま
た
、
溯
っ
て
⑵
と
⑴
（
及
び
、
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⑶
）
の
そ
れ
ら
が
①
②
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
な
っ
て
い
る
点
も
、
私
に
は
愉
快
な
出
来
事
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
十
六
年
前
の
私
の
推
測

が
、
漸
く
こ
こ
に
確
証
を
得
た
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
研
究
と
い
う
も
の
は
、
怖
い
も
の
だ
が
、
ま
た
、
無
上
に
楽
し
い
も
の
で
も
あ
る
。

④③　
③忽

会
籬
辺
。
④因

語
曰
黯
母
、
汝
年
過
七
十
、
家
又
貧
。
顔
色
乃
得
怡
悦
如
此
何
。
答
曰
、
我
雖
貧
食
完
麁

（
鹿
）

衣
薄
、
而
我
子
与
人
无
悪
。

不
使
吾
憂
故
耳
。
王
奇
母
曰
、
吾
家
雖
富
食
魚
又
嗜
饌
、
吾
子
不
孝
、
多
与
人
恐
。
懼
罹
其
罪
。
是
以
枯
悴
耳

　

こ
こ
で
は
、
董
黯
の
物
語
に
お
け
る
事
件
の
山
場
と
す
べ
き
、
王
奇
に
よ
る
⑥
黯
母
暴
行
と
⑪
三
牲
強
要
を
招
き
寄
せ
る
に
至
る
、
言

わ
ば
引
き
金
と
な
っ
た
、
両
母
の
間
の
や
り
取
り
の
場
面
、

　
　

③
黯
母
通
行

　
　

④
両
母
対
話

の
図
像
を
紹
介
す
る
。
図
八
は
、
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）

の
右
側
板
右
を
示
し
た
も
の
で
あ
る⑳
。
⑺
は
、
右
側
板
左
の
一

画
面
中
に
⑥
黯
母
暴
行
、
⑧
田
中
の
黯
、
⑨
黯
の
馳
奔
と
い
う

三
場
面
を
有
す
る
、
研
究
史
上
画
期
的
遺
品
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
③
黯
母
通
行
（
及
び
、

⑤
）
の
場
面
で
あ
る
。
図
八
の
背
景
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

②
と
同
じ
奇
の
家
で
あ
る
。
手
前
に
門
と
塀
が
巡
ら
さ
れ
、
奥

の
堂
内
に
は
奇
母
が
坐
し
て
い
る
。
そ
の
門
前
を
通
り
掛
る
の

図八　③黯母通行（7）
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が
黯
母
で
あ
る
。
黯
母
は
、
右
手
に
杖
を
突
き
、
画
面
の
右
方
向

へ
歩
ん
で
い
る
。
図
七
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
に
「
不
数
相
見
」

と
さ
れ
る
「
二
母
」
が
（
①
②
）
、

　
　

忽
会
籬
辺

と
記
さ
れ
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
、
③
黯
母
通
行
を
内
容
と

す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
奇
母
が
黯
母
に
、
「
そ
こ

を
通
ら
れ
る
の
は
、
隣
の
董
黯
の
お
母
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
声
を
掛
け
た
所
か
ら
、
続
く
、
④
両
母
の
対
話
が
始
ま

る
の
で
あ
る
。
図
八
の
特
徴
的
な
門
、
塀
な
ど
を
構
え
る
、
堂
々

た
る
邸
宅
の
描
写
は
や
は
り
、
財
力
に
富
ん
だ
王
奇
の
家
を
表

わ
し
て
い
る
に
違
い
な
い㉑
。
ま
た
、
そ
の
塀
は
、
「
忽
会
籬
辺
」

（
陽
明
本
）
の
「
籬
」
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
敦
煌
本

事
森
と
類
林
（
類
林
雑
説
）
に
は
、
③
の
基
と
な
る
、
二
母
の

「
忽
会
籬
辺
」
に
該
当
す
る
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。
（
船
橋
本
に
も
不
見
）
。

　

図
九
は
新
出
、
⑽
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部
左
半

に
描
か
れ
た
、
董
黯
図
Ａ
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
の
右

端
に
は
、

図九　④両母対話（10A）
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董
黯
母
共
王
寄

（
奇
）

母
語
時

と
刻
さ
れ
た
、
極
め
て
貴
重
な
題
記
が
見
え
る
。
そ
の
題
記
が
示
す
如
く
、
本
図
は
、
黯
母
と
奇
母
に
よ
る
、
④
両
母
対
話
を
描
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
図
九
の
画
面
で
は
、
二
人
の
老
母
が
向
き
合
っ
て
、
話
を
し
て
い
る
。
髪
型
か
ら
、
右
が
黯
母
、
左

が
奇
母
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
黯
母
が
眉
を
顰ひ

そ

め
、
右
の
袖
を
掲
げ
て
い
る
の
は
、
奇
母
の
嘆
き
に
同
情
し
、
涙
し
て
い
る
様
子
を

表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
黯
母
の
後
ろ
に
は
、
塀
に
設
け
ら
れ
た
通
用
口
が
見
え
、
そ
の
戸
が
開
い
て
い
る
の
は
、
奇
母
が
そ
こ
を
通
っ

て
出
て
来
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
注
目
し
た
い
の
が
奇
母
の
背
後
に
建
て
ら
れ
た
門
で
あ
る
。
形
は
違
う
が
、
そ
の
門
は
ま

た
、
前
掲
図
八
（
及
び
、
後
掲
図
十
。
共
に
⑺
）
に
も
見
え
、
二
母
の
「
忽
会
籬
辺
」
（
陽
明
本
）
を
図
像
化
し
た
⑺
と
⑽
A
と
の
間
に
、

驚
く
べ
き
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両
者
の
基
づ
い
た
董
黯
図
の
粉
本
が
、
実
は
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
強

力
に
示
唆
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
図
の
題
記
、

　
　

董
黯
母
共
王
寄

（
奇
）

母
語
時

は
、
⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
図
像
の
題
記
（
図
二
）
、

　
　

董
晏

（
黯
）

母
供
王
寄

（
奇
）

母
語
時

と
全
く
同
じ
で
あ
る
（
宛
字
な
ど
を
除
く
）
。
さ
て
、
そ
の
題
記
と
図
二
（
⑴
）
、
図
九
（
⑽
A
）
の
図
像
と
の
関
連
を
検
討
し
て
み
る
に
、

本
題
記
が
図
九
（
⑽
A
）
に
付
く
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
正
し
く
両
母
が
語
り
合
う
、
図
像
の
内
容
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
一

方
、
図
二
（
⑴
）
の
図
像
に
あ
っ
て
は
、
そ
こ
に
二
母
の
話
し
合
い
の
場
面
を
措
定
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い㉑
。
す
る
と
、
現
行
の

図
二
（
⑴
）
の
題
記
は
本
来
、
図
九
（
⑽
A
）
の
如
く
、
④
両
母
対
話
の
場
面
に
付
け
ら
れ
て
い
た
筈
の
そ
れ
が
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ

て
、
前
の
①
②
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
へ
移
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
れ
は
誤
り
な
ど
で
は
な
く
、
①
②
（
プ
ロ
ロ
ー

グ
）
を
描
い
た
図
二
（
⑴
）
の
内
容
に
対
し
、
そ
の
先
の
展
開
に
お
い
て
、
両
母
が
語
り
合
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
文
字
（
題
記
）
に
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よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
付
加
を
、
意
図
的
に
狙
っ
た
工
人
の
所
作
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

本
図
の
題
記
、

　
　

董
黯
母
共
王
寄

（
奇
）

母
語
時

は
、
陽
明
本
「
（
奇
母
）
因
語
曰
、
黯
母
…
…
答
曰
…
…
王
奇
母
曰
」
を
直
接
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
（
船
橋
本
不
見
。
敦
煌
本
事
森
「
寄

（
奇
）

母
謂
黶

（
黯
）

母
曰
…
…
〔
黶

（
黯
）

〕
母
曰
…
…
黶

（
黯
）

母
後
語
寄

（
奇
）

母
曰
…
…
寄

（
奇
）

母
答
曰
…
…
」
、
類
林
（
類
林
雑
説
）
「
寄

（
奇
）

母
謂
黯
母
曰
…
…
黯
母
曰
…
…

遂
問
寄

（
奇
）

母
曰
…
…
寄

（
奇
）

母
曰
…
…
」
）
。
陽
明
本
孝
子
伝
本
文
と
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
点
、
⑴
の
そ
れ
と
共
に
、
本
題
記
は
、
頗
る
貴
重
な
例

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
今
般
出
現
し
た
本
図
（
⑽
A
）
が
決
定
的
に
重
要
な
の
は
、
先
に
⑴
と
そ
の
題
記
に
つ
い
て
見
た

よ
う
に
、
従
来
専
ら
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
⑴
、
⑵
、
⑺
、
⑼
等
の
董
黯
諸
図
間
の
位
置
関
係
が
、
極
め
て
明
瞭
と
な
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
図
四
、
図
七
（
⑼
）
に
よ
り
①
②
と
判
断
し
た
図
二
（
⑴
）
ま
た
、
図
三
、
図
六
（
⑵
）
に
関
し
て
、
そ
れ
ら
（
即

ち
、
⑴
、
⑵
、
⑼
）
の
本
図
（
⑽
A
④
）
に
先
立
つ
図
像
で
あ
る
こ
と
が
確
定
出
来
、
さ
ら
に
図
八
（
⑺
③
）
が
⑴
、
⑵
、
⑼
（
つ
ま
り

①
②
）
よ
り
は
後
だ
が
、
本
図
の
④
よ
り
は
前
に
来
る
こ
と
な
ど
も
確
定
出
来
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
本
図
に
描
か
れ
る
両
母
の
間
に
お

い
て
、
何
が
話
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
上
掲
④
の
陽
明
本
の
本
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。

  

⑤
於
是
各
還

　

図
十
は
、
前
掲
図
八
の
左
へ
と
続
く
、
⑺
の
図
像
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
は
、
図
八
と
酷
似
し
て
い
る
が
、
図
八
は
、
斜
め
右

上
か
ら
奇
の
家
を
描
く
の
に
対
し
、
本
図
は
、
左
上
か
ら
そ
れ
を
描
い
て
い
る
点
が
異
な
る
。
一
見
、
両
母
の
向
き
が
逆
に
な
っ
て
い
る

如
く
、
本
図
の
黯
母
も
左
へ
向
か
う
か
に
見
え
る
が
（
図
八
で
は
右
に
向
か
う
）
、
黯
母
は
、
奇
の
家
を
訪
れ
戻
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
実
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は
両
母
の
向
き
は
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
木

な
ど
が
黯
母
の
後
ろ
（
奥
）
に
見
え
る
か
ら
、
黯
母
は
門
、
塀

か
ら
左
の
斜
め
手
前
へ
と
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
図

八
で
は
、
右
の
斜
め
手
前
）
。
そ
し
て
、
画
面
の
奥
か
ら
手
前
へ

歩
む
、
黯
母
を
見
掛
け
た
奇
母
は
、
背
後
か
ら
黯
母
を
呼
び
止

め
（
図
八
）
、
図
九
（
⑤
両
母
対
話
）
を
経
て
、
元
の
道
へ
戻
る

黯
母
を
、
奇
母
が
や
は
り
背
後
か
ら
見
送
っ
て
い
る
場
面
が
、

本
図
と
な
る
と
考
え
た
い
。

　

す
る
と
、
⑺
の
右
と
中
即
ち
、
図
八
と
図
九
と
で
、
黯
母
と

奇
母
と
が
籬
辺
に
出
会
い
、
別
れ
る
情
景
を
描
い
た
も
の
と
捉

え
ら
れ
る
か
ら
、
図
八
、
図
十
と
⑽
A
即
ち
、
図
九
と
の
関
係

は
、
④
両
母
対
話
を
表
わ
す
図
十
を
真
ん
中
に
挟
ん
で
、
③
黯
母
が
通
り
掛
か
り
（
図
八
）
、
⑤
黯
母
が
帰
っ
て
ゆ
く
所
を
描
い
た
も
の
と

し
て
、
④
（
図
九
）
を
中
心
と
す
る
、
言
わ
ば
三
図
一
組
の
画
象
と
捉
え
直
す
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
そ
の
図
九
（
⑽
A
）
の
出
現
が

画
期
的
で
あ
る
の
は
、
図
八
と
図
十
（
⑺
の
右
、
中
）
を
、
④
両
母
対
話
の
前
後
の
場
面
に
位
置
け
る
と
共
に
、
図
二
│
図
七
（
⑴
、
⑵
、

⑶
）
の
諸
図
像
が
、
い
ず
れ
も
④
に
先
立
つ
①
黯
の
家
、
②
奇
の
家
と
い
う
、
言
わ
ば
董
黯
物
語
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
描
出
し
た
図
像
と
し

て
、
確
定
的
に
捉
え
直
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
れ
ま
で
説
明
す
る
こ
と
の
難
し
か
っ
た
、
⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の

董
黯
図
（
図
二
）
の
題
記

　
　

董
晏

（
黯
）

母
供
王
寄

（
奇
）

母
語
時

図十　⑤黯母帰る（7）
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の
謎
が
、
正
し
く
そ
の
題
記
通
り
の
場
面
を
描
く
、
図
九
（
⑽
A
）
の
見
出
だ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
（
図
九
は
同
じ
題
記
を
有
し
て
い

る
）
、
見
事
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
図
十
を
眺
め
る
と
、
画
面
中
心
の
や
や
右
下
に
、
画
面
の
左
方
か
ら
続
く
塀
の
角か

ど

（
コ
ー
ナ
ー
）
が
見
え
る
。
ま
た
、
黯

母
の
頭
の
辺
に
は
、
門
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
角
（
コ
ー
ナ
ー
）
は
、
図
八
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
さ
て
、
図
九
を
眺
め
る
と
、

画
面
の
中
央
に
塀
の
角
（
コ
ー
ナ
ー
）
が
見
え
、
左
に
は
門
が
あ
る
。
図
九
の
そ
れ
と
は
形
が
違
う
が
、
図
九
の
右
に
は
通
用
門
が
描
か

れ
、
そ
の
戸
が
開
き
、
向
こ
う
に
銀
杏
の
木
が
見
え
て
い
る
所
か
ら
考
え
る
と
、
黯
母
は
、
そ
の
通
用
門
か
ら
奇
母
に
招
じ
入
れ
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
図
十
の
角
（
コ
ー
ナ
ー
）
の
右
の
塀
の
岩
で
隠
れ
て
い
る
辺
に
、
通
用
門
が
あ
り
、
図
十
の
左
も
同
様
で
あ
る
と
す
る
と
、

図
九
の
④
両
母
対
話
の
場
と
い
う
も
の
は
、
正
し
く
図
十
（
ま
た
、
図
八
）
の
門
の
左
方
の
通
用
門
を
入
っ
た
、
奇
の
邸
内
と
な
る
。
⑺

と
⑽
A
と
は
、
全
く
別
の
遺
品
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
図
像
の
デ
ィ
テ
ー
ル
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
殆
ど
奇
跡
的

と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
私
達
を
驚
か
せ
る
⑺
と
⑽
A
と
の
デ
ィ
テ
ー
ル
の
一
致
は
、
さ
ら
に
後
述
⑥
黯
母
暴
行
の
場
面
に
お
い
て
な
お
顕

著
で
あ
り
、
⑺
と
⑽
と
の
深
い
関
連
を
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
陽
明
本
孝
子
伝
で
は
、
⑤
の
記
述
の
後
、

　
　

奇
従
外
帰
。
其
母
語
奇
曰
、
汝
不
孝
也
。
吾
問
見
董
黯
母
、
年
過
七
十
、
顔
色
怡
悦
。
猶
其
子
与
人
无
悪
故
耳

と
い
う
本
文
が
続
き
、
⑥
黯
母
暴
行
、
⑪
三
牲
強
要
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
っ
た
、
王
奇
に
対
す
る
奇
母
の
説
教
が
物
語
ら
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
所
、
そ
の
本
文
に
該
当
す
る
董
黯
図
は
、
未
だ
発
見
さ
れ
る
に
到
っ
て
い
な
い
。



52

　
　
　
　
　
　
　

三

  

⑥
奇
大
怒
。
即
往
黯
母
家
、
罵
云
、
何
故
讒
言
我
不
孝
也
。

又
以
脚
蹴
之

　

陽
明
本
孝
子
伝
で
は
、
母
に
詰な

じ

ら
れ
た
王
奇
は
、
隣
り
の
黯

母
が
、
自
分
の
こ
と
を
親
不
孝
者
と
母
に
讒
言
し
た
も
の
と
曲

解
し
、
直
ち
に
董
黯
の
家
に
乗
り
込
ん
で
、
黯
母
に
対
し
、
殴

る
蹴
る
の
暴
行
に
及
ぶ
（
船
橋
本
不
見
、
脱
落
で
あ
ろ
う
）
。
そ

れ
が
⑥
黯
母
暴
行
の
場
面
で
、
図
十
一
は
、
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石

床
右
側
板
左
の
下
に
描
か
れ
た
董
黯
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

（
後
掲
図
十
四
が
そ
の
上
の
左
、
図
十
五
が
上
の
右
と
な
る
）
。

右
が
王
奇
で
、
左
手
を
上
げ
な
が
ら
、
右
手
で
黯
母
の
髪
を
摑

み
床
下
へ
引
き
摺
り
降
ろ
そ
う
と
し
て
い
る
。
走
っ
て
い
る
よ

う
な
足
の
形
は
、
王
奇
が
黯
の
家
に
駆
け
込
ん
だ
こ
と
を
表
わ

す
（
敦
煌
本
事
森
に
は
、
「
直
入
黶

（
黯
）

家
」
と
あ
る
）
。
黯
母
は
、

右
手
を
床
に
突
き
引
き
摺
り
降
ろ
さ
れ
ま
い
と
し
つ
つ
、
左
手

で
奇
を
制
止
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
画
面
左
が
黯
の
家
で
、

図十一　⑥黯母暴行（7）
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草
葺
き
の
屋
根
や
家
作
の
小
さ
さ
が
、
門
や
塀
な
ど
を
具
え
た
、

巨
大
な
⑺
の
奇
の
家
（
図
八
、
図
十
）
と
の
違
い
を
際
立
た
せ
、

貧
富
の
差
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
二
つ
の
家

（
①
②
）
の
見
事
な
画
象
表
現
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
図
十
二
は
、

⑽
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部
左
半
の
董
黯
図
B
を
掲
げ

た
も
の
で
あ
る
。
本
図
に
は
、
右
に
、

　
　

王
寄

（
奇
）

朾
︵
打
︶

黯
母

と
刻
さ
れ
た
題
記
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
（
朾
ち
よ
う

は
、

撞
く
、
打
つ
意
だ
が
今
、
後
者
に
解
す
る
）
。
何
故
な
ら
、
本
題

記
を
伴
う
図
十
二
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
述
の
如
く
、

題
記
、
榜
題
を
持
た
な
い
図
十
一
が
、
董
黯
図
の
⑥
黯
母
暴
行
の

場
面
に
外
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
の
み
な
ら
ず
、
延
い
て
は

図
十
一
の
上
部
に
描
か
れ
た
後
掲
の
や
は
り
題
記
等
の
な
い
、
図

十
四
、
図
十
五
ま
で
、
⑥
を
め
ぐ
る
⑧
田
中
の
黯
、
⑨
黯
の
馳
奔

の
場
面
と
し
て
疑
い
の
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
題
記
を
伴
う
本
図
の
出
現
が
、
董
黯
図
研
究
史
に
お
い
て
果

た
す
学
術
的
役
割
は
、
甚
だ
大
き
い
。
同
様
の
こ
と
は
前
述
、

　
　

董
黯
母
共
王
寄

（
奇
）

母
語
時

図十二　⑥黯母暴行（10B）



54

な
る
題
記
を
伴
う
、
前
掲
図
九
（
⑽
A
）
の
出
現
が
、
⑼
の
出
現
と
相
俟
っ
て
（
図
四
、
図
七
）
、
⑴
、
⑵
（
⑶
）
ま
た
、
⑺
な
ど
の
遺
品

の
諸
図
（
図
二
、
図
三
〈
図
五
〉
、
図
六
、
図
八
、
図
十
）
の
位
置
関
係
を
、
明
確
と
し
た
所
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
さ
て
、
本
図
と
図

十
一
と
は
、
左
右
こ
そ
反
転
し
て
い
る
が
、
本
図
が
驚
く
程
、
図
十
一
と
酷
似
す
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
王
奇
が

黯
母
の
髪
を
摑
ん
で
床
下
へ
引
き
摺
り
降
ろ
そ
う
と
し
、
黯
母
が
右
手
を
突
い
て
堪
え
る
様
は
到
底
、
偶
然
の
一
致
な
ど
で
は
あ
り
得
ず
、

共
通
の
粉
本
が
想
定
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
但
し
、
王
奇
が
抜
き
身
の
剣
を
右
手
に
提
げ
（
後
の
⑪
の
場
面
な
が
ら
、
敦
煌
本
事
森
に
、

王
奇
が
奇
母
に
対
し
、
「
抜
刀
脅
抑
」
と
見
え
る
）
、
左
足
を
踏
ん
張
っ
て
力
一
杯
、
黯
母
の
髪
を
引
く
様
は
、
図
十
一
の
王
奇
よ
り
凶
悪

で
あ
る
。
ま
た
、
本
図
の
小
振
り
な
黯
の
家
に
対
し
て
、
門
の
一
隅
に
し
か
示
さ
な
い
こ
と
で
（
図
九
）
、
⑽
も
や
は
り
両
家
の
大
小
、
貧

富
を
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
さ
て
、
陽
明
本
に
、
「
又
以
脚
蹴
」
と
記
さ
れ
る
、
王
奇
の
暴
行
の
様
子
は
、
敦
煌
本
事
森
に
、

　
　

専
伺
候
董
黶

（
黯
）

出
外
、
直
入
黶

（
黯
）

家
。
他
母
下
母
床
、
苦
辱
而
去

類
林
（
類
林
雑
説
）
に
、

　
　

寄
（
奇
）

聞
之
、
候
黯
不
在
、
遂
入
黯
室
。
内
捉
黯
母
、
拽
於
牀
下
、
手
摑
脚
踏
、
苦
辱
而
去

と
見
え
（
候
は
、
伺
う
意
）
、
そ
こ
に
「
他
母
下
母
床
」
（
敦
煌
本
事
森
）
、
「
内
捉
黯
母
、
拽
於
牀
下
」
（
類
林
）
な
ど
と
記
す
点
、
本
図
ま

た
、
図
十
一
の
来
現
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
り
、
陽
明
本
の
⑥
の
本
文
に
は
脱
落
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
そ
れ
ら
に
、
⑥
黯
母
暴
行
に
先

立
っ
て
、
董
黯
の
不
在
（
⑦
⑧
⑨
）
の
記
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
に
従
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
陽
明
本
に
は
、
⑥
の
後
に
、

　
　

帰
謂
母
曰
、
児
已
問
黯
母
。
其
云
、
日
々
食
三
斗
。
阿
母
自
不
能
食
、
導
児
不
孝

と
す
る
、
王
奇
が
母
を
責
め
る
一
段
が
続
く
が
、
こ
の
こ
と
を
場
面
と
す
る
図
像
も
目
下
、
管
見
に
入
ら
な
い
。
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⑧⑦
黯
在
田
中
、
忽
然
心
痛

　

図
十
三
は
、
⑻
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
正
面
右
板
右
に
描
か
れ
た
董
黯
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る㉓
。
本
図
の
中
央
や
や
左
寄
り
に
は
、

　
　

董
黬

︵
黯
︶

辞
母
遠
行
去
時

な
る
題
記
が
記
さ
れ
て
い
て
、
陽
明
本
な
ど
の
本
文
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
本
図
は
、
⑧
田
中
の
黯
の
場
面
（
後
掲
図
十
四
）
に
先
立

ち
、
耕
作
の
た
め
田
に
出
よ
う
と
す
る
董
黯
が
、
外
出
す
る
こ

と
を
母
に
告
げ
、
挨
拶
し
て
い
る
場
面
に
違
い
な
い
。
画
面
左

下
に
描
か
れ
る
の
が
董
黯
の
家
で
あ
り
、
中
に
坐
す
の
が
母
で

あ
る
。
母
に
は
、
食
物
を
盛
っ
た
盆
器
が
一
つ
供
え
ら
れ
る
。

母
の
前
に
立
つ
の
が
董
黯
で
、
黯
の
右
に
立
つ
の
は
侍
者
で
あ

ろ
う
。
さ
て
、
題
記
中
の
「
遠
行
」
の
辞
に
つ
い
て
は
偽
経
、

父
母
恩
重
経
に
数
え
る
十
恩
の
第
八
に
、

　
　

遠
行
憶
念
恩

と
い
う
も
の
が
あ
り
（
大
報
本
）
、
そ
れ
は
、
家
を
離
れ
た
子

供
を
気
遣
う
母
の
恩
を
言
う
が
、
そ
も
そ
も
父
母
恩
重
経
に
は

丁
蘭
本
と
呼
ば
れ
る
、
孝
子
丁
蘭
の
名
を
冠
す
る
一
系
が
存
し

（
開
元
釈
教
録
十
八
に
、
「
父
母
恩
重
経
一
巻
〈
経
引
丁
蘭
董
黯

図十三　⑦黯の遠行（8）
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郭
巨
等
故
知
人
造
三
紙
〉
」
と
見
え
る
）
、
丁
蘭
本
と
は
本
文
中
に
、

　
　

董
壓

（
黯
）

（
黶
）
生
義
之
報
徳

等
の
文
言
を
有
す
る
、
敦
煌
出
土
の
父
母
恩
重
経
諸
本
を
指
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る㉔
（
父
母
恩
重
経
変
文
や
十
恩
徳
な
ど
も
あ
っ
た
）
。

か
く
孝
子
伝
と
深
く
関
わ
る
父
母
恩
重
経
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
董
黯
図
と
し
て
の
図
十
三
に
、
「
遠
行
」
等
の
辞
が
見
え
る
こ
と
は
、
実

に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
図
像
の
提
出
に
先
立
っ
て
後
掲
、
図
十
九
の
題
記
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
⑽
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚

部
C
に
は
、

　
　

黯
在
田
心
驚
向
家
問
母
時

と
い
う
題
記
の
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
で
、
ま
ず
本
題
記
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
、

　
　

⑦
⑧

黯
在
田
中
、
忽
然
心
痛
、
⑨

馳
奔
而
還
…
…
⑩

長
跪
問
母
曰

と
い
う
本
文
を
傍
線
の
示
す
如
く
、
直
接
引
用
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
船
橋
本
「
黯
在
田
中
。
忽
然
痛
心
、

奔
還
于
家
、
見
母
顔
色
。
問
曰
」
）
。
敦
煌
本
事
森
に
は
、
「
黶

（
黯
）

尋
知
之
」
、
類
林
（
類
林
雑
説
）
に
は
、
「
黯
帰
…
…
跪
門
曰
」
と
記
す
の
み

で
、
董
黯
が
田
に
出
た
こ
と
な
ど
、
傍
線
で
示
し
た
よ
う
な
、
対
応
関
係
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
題
記

に
お
い
て
、
陽
明
本
孝
子
伝
本
文
の
直
接
引
用
が
確
認
さ
れ
る
、
第
二
例
目
に
当
た
り㉕
（
初
例
は
、
⑷
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
正
面
左
板
左
の

董
黯
図
題
記
等
。
後
述
）
、
孝
子
伝
図
研
究
史
に
お
け
る
、
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
本
題
記
の
左
に
描
か

れ
た
図
像
（
後
掲
図
十
九
）
は
、
本
題
記
の
末
尾
三
文
字
分
、

　
　

黯
在
田
心
驚
向
家
問
母
時

0

0

0

を
図
像
化
す
る
の
み
で
、
そ
の
上
に
記
さ
れ
た
七
文
字
分
の
図
像
は
、
⑽
C
に
は
描
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
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し
て
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
そ
の
七
文
字
分
は
、
別
の
遺
品
た
る
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）
右
側
板
左
の
上
部
に
、
⑧
⑨
と
し
て
見
出

だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
本
題
記
は
例
え
ば
、

　

・
黯
在
田
心
驚
│
│
⑧
田
中
の
黯
（
⑦
黯
の
遠
行
）

　

・
向
家
│
│
│
│
│
⑨
黯
の
馳
奔

　

・
問
母
時
│
│
│
│
⑩
黯
の
帰
宅

と
い
っ
た
風
に
、
三
つ
（
な
い
し
、
四
つ
）
の
画
面
へ
の
対
応
を
示
す
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

　

図
十
四
は
、
そ
の
内
の
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）
右
側

板
左
の
上
の
左
に
描
か
れ
た
、
⑧
田
中
の
黯
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
整
然
と
水
平
に
並
べ
ら
れ
た
田
畝
を
背
影
に
、
臿す
き

を
両

手
に
持
っ
て
田
を
耕
し
て
い
る
の
は
、
董
黯
で
あ
る
。
黯
が
振

り
返
っ
て
い
る
の
は
、
本
題
記
の
「
心
驚
」
（
陽
明
本
「
忽
然
心

痛
」
）
即
ち
、
母
の
異
変
を
察
知
し
た
董
黯
を
表
わ
す
も
の
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
図
十
四
は
、
⑧
田
中
の
黯
、
つ
ま
り
本
題
記
に
、

「
黯
在
田
心
驚
」
と
さ
れ
る
部
分
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
は
ま
た
、
陽
明
本
の
「
黯
在
田

中
、
忽
然
心
痛
」
の
本
文
が
な
け
れ
ば
、
描
か
れ
得
な
か
っ
た

図
像
で
も
あ
る
こ
と
に
、
改
め
て
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る

（
後
掲
図
十
五
も
同
じ
）
。

図十四　⑧田中の黯（7）
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⑨
馳
奔
而
還

　

図
十
五
は
、
同
じ
く
⑺
、
図
十
四
の
右
の
図
像
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
は
、
⑨
黯
の
馳
奔
の
場
面
を
表
わ
し
て
お
り
、
⑽
C
の

題
記
で
言
え
ば
、
簡
潔
に
「
向
家
」
と
あ
っ
た
部
分
に
該
当
す
る
が
、
母
の
い
る
家
に
向
か
っ
て
、
山
中
を
疾
走
す
る
董
黯
の
様
子
は
、

陽
明
本
の
本
文
「
馳
奔
而
還
」
（
船
橋
本
「
奔
還
于
家
」
）
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、
説
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
董
黯
の
走
る
山

道
が
急
な
降
り
坂
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
逸
る
黯
の
気
持
ち
を
反
映
し
た
画
象
表
現
と
し
て
、
見
事
と
し
か
評
し
様
が
な
い
。

図十六　（7）右側板（⑥⑧⑨）

図十五　⑨黯の馳奔（7）
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と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
一
図
中
に
描
か
れ
た
⑺
の
三
図
（
図
十
四
、
図
十
五
ま
た
、
図
十
一
）

の
順
序
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
な
の
か
。
こ
こ
で
、
そ
の
こ
と
を
再
考
し
て
お
き
た

い
。
図
十
六
は
、
改
め
て
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
右
側
板
左
の
全
体
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
図
の
下
が
前
述
⑥
黯
母
暴
行
（
図
十
一
）
、
上
の
左
が
⑧
田
中
の
黯
（
図
十
四
）
、
右
が
⑨

黯
の
馳
奔
（
図
十
五
）
に
該
当
す
る
。
私
は
か
つ
て
、
上
記
拙
稿
Ⅲ
の
図
十
三
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
三
図
の
①
②
か
ら
の
続
き
具
合
を
、
図
十
七
の
如
く
に
考
え
た
。
図
十
七
の
A
が
小

稿
の
図
八
（
①
）
、
B
が
図
十
（
②
）
に
当
た
り
、
C
が
図
十
六
で
あ
る
。
ま
た
、
④
が
小
稿

の
図
十
一
（
⑥
）
、
③
⑤
が
図
十
四
（
⑧
）
、
⑥
が
図
十
五
（
⑨
）
に
該
当
す
る
。
そ
の
拙
稿

Ⅲ
で
は
、
右
の
B
か
ら
C
へ
の
続
き
具
合
を
、
④
（
即
ち
、
小
稿
の
⑥
黯
母
暴
行
の
場
面
）

の
起
き
た
時
間
軸
に
添
っ
て
、
④
に
先
立
ち
、
③
黯
の
田
行
が
あ
っ
た
も
の
と
解
釈
し
た
結

果
、
B
は
C
の
③
へ
続
く
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
拙
稿
Ⅲ
は
、
C
の
④
（
⑥
黯
母

暴
行
）
と
の
関
係
で
、
そ
の
左
上
（
⑧
田
中
の
黯
）
の
場
面
を
、
便
宜
的
に
③
⑤
の
二
通
り

に
解
釈
し
た
訳
だ
が
、
そ
の
後
、
実
際
に
③
の
場
面
を
描
い
た
⑻
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
正
面
右

板
右
（
図
十
三
。
小
稿
で
は
、
⑦
黯
の
遠
行
の
場
面
と
認
定
し
た
）
が
出
現
し
、
拙
稿
Ⅲ
の

解
釈
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
る
一
方
で
ま
た
、
そ
の
見
直
し
も
必
要
と
な
っ
た
。
図
十
七
の

解
釈
は
、
例
え
ば
敦
煌
本
事
森
の
、
「
専
伺
候
董
黶

（
黯
）

出
外
、
直
入
黶

（
黯
）

家
」
と
か
、
類
林
（
類
林

雑
説
）
の
、
「
寄

（
奇
）

聞
之
、
候
黯
不
在
、
遂
入
黯
室
」
な
ど
が
、
⑥
黯
母
暴
行
に
先
立
っ
て
、
黯

の
遠
行
（
⑦
）
を
明
記
す
る
こ
と
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
陽
明
本
の
本
文
は
、

図十七　拙稿Ⅲ 図十三

①②

④

⑥③⑤

AB

C

図十八　図十六 構成順序

②

⑥

⑨⑧ ⑩⑦
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そ
う
で
は
な
い
。
⑥
黯
母
暴
行
の
叙
述
は
、
突
如
と
し
て
出
、
⑥
の
時
点
で
の
董
黯
の
状
況
（
⑦
⑧
⑨
⑩
）
は
、
そ
の
後
に
纏
め
て
叙
述

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
⑦
黯
の
遠
行
（
図
十
三
）
及
び
、
⑩
黯
の
帰
宅
（
⑽
Ｃ
、
後
掲
図
十
九
）
の
出
現
に
鑑
み
、
図
十
七
の
B
か
ら

C
（
図
十
六
）
へ
の
続
き
具
合
と
、
C
（
図
十
六
）
の
三
図
間
に
お
け
る
解
釈
に
関
し
て
、
そ
れ
ら
を
陽
明
本
の
叙
述
順
序
に
合
わ
せ
る

べ
く
、
図
十
八
の
よ
う
に
考
え
方
を
改
め
た
。
即
ち
、
小
稿
で
は
、
⑥
を
左
の
②
か
ら
続
く
も
の
と
見
、
陽
明
本
に
従
っ
て
⑧
、
⑨
を
⑥

の
後
に
来
る
形
と
し
た
。
そ
し
て
、
⑦
黯
の
遠
行
（
図
十
三
）
を
⑧
に
先
立
つ
場
面
と
考
え
、
⑩
黯
の
帰
宅
（
後
掲
図
十
九
）
も
、
同
様

に
⑨
に
後
続
す
る
場
面
と
し
た
が
、
本
図
を
見
る
と
、
図
十
九
（
⑩
黯
の
帰
宅
）
の
、
図
十
三
（
⑦
黯
の
遠
行
）
に
対
応
す
る
位
置
に
あ

る
こ
と
が
、
よ
く
分
か
る
。
と
は
言
え
、
陽
明
本
の
⑥
黯
母
暴
行
の
叙
述
に
唐
突
の
観
は
否
め
ず
、
⑦
黯
の
遠
行
（
図
十
三
）
に
対
応
す

る
記
述
が
陽
明
本
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
や
、
上
記
の
敦
煌
本
事
森
、
類
林
（
類
林
雑
説
）
の
叙
述
の
形
か
ら
し
て
、
或
い
は
⑦
に
対
応

す
る
文
言
が
、
陽
明
本
⑥
の
前
に
、
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
捨
て
切
れ
な
い
。
な
お
後
考
に
俟
つ
べ
き
で
あ
る
。

  

⑩
又
見
母
顔
色
惨
々
、
長
跪
問
母
曰
、
何
所
不
和
。
母
曰
、
老
人
言
多
過
矣
。
黯
已
知
之

　

図
十
九
は
、
⑽
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
C
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に
、

　
　

黯
在
田
心
驚
向
家
問
母
時

と
い
う
題
記
を
有
す
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
黯
在
田
心
驚
」
が
⑧
田
中
の
黯
（
⑦
黯
の
遠
行
）
を
場
面
化
し
た
図

十
四
（
図
十
三
）
に
対
応
し
、「
向
家
」
の
部
分
が
⑨
黯
の
馳
奔
（
図
十
五
）
に
対
応
す
る
こ
と
等
も
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
で
、
本
図
は
、

そ
の
最
後
の
三
文
字
、
「
問
母
時
」
に
対
応
す
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
に
は
、
画
面
の
左
に
、
一
軒
の
家
が
描
か
れ
、
そ
の

前
に
二
人
の
人
物
が
対
坐
す
る
。
左
に
坐
す
る
の
が
黯
母
、
右
に
跪
く
の
が
董
黯
で
、
家
は
、
董
黯
の
家
で
あ
る
。
そ
の
黯
の
家
が
、
塀
、
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門
（
通
用
口
）
と
い
っ
た
、
邸
宅
の
一
角
し
か
示
さ
れ
な
い
、

奇
の
家
（
図
九
）
に
対
し
、
興
味
深
い
描
き
方
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
本
図
に
お
け
る
董
黯
は
、

母
の
顔
色
が
優
れ
な
い
の
を
見
て
、
ど
こ
か
悪
い
の
で
し
ょ
う

か
と
尋
ね
る
が
、
母
は
、
老
人
は
と
か
く
お
し
ゃ
べ
り
が
過
ぎ

て
ね
、
と
答
え
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
黯
は
、
隣
の
王
奇

が
母
に
、
何
か
良
か
ら
ぬ
行
為
を
働
い
た
こ
と
を
悟
る
。
両
者

の
交
わ
し
た
対
話
の
内
容
は
、
陽
明
本
⑩
の
本
文
に
詳
し
い

（
船
橋
本
「
見
母
顔
色
。
問
曰
、
阿
嬢
有
何
患
耶
。
母
曰
、
無

事
」
）
。
さ
て
、
敦
煌
本
事
森
、
類
林
（
類
林
雑
説
）
の
本
文
を

見
る
と
、

　

・
黶

（
黯
）

尋
知
之
、
即
欲
報
怨
。
恐
母
憂
愁
、
嘿
然
含
愛
（
敦
煌

本
事
森
）

　

・
黯
帰
、
見
母
在
牀
顔
色
不
悦
。
跪
問
曰
、
老
人
不
能
自
慎

多
言
。
黯
知
之
。
恐
母
憂
、
嘿
而
不
言
（
類
林
）

と
あ
り
（
嘿も

く

は
、
黙
に
同
じ
く
、
黙
る
こ
と
）
、
両
書
共
、
事

情
を
察
知
し
た
黯
が
、
母
の
心
配
を
恐
れ
、
そ
の
場
で
の
復
讐

を
思
い
留
ま
る
、
事
情
の
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

図十九　⑩黯の帰宅（10C）
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（
│
│
線
部
）
。
ま
た
、
類
林
は
、
董
黯
と
母
の
対
話
な
ど
の
記
さ
れ
る
点
、
陽
明
本
に
遥
か
に
近
く
、
陽
明
本
と
類
林
と
の
同
源
に
出
る

状
況
を
垣
間
見
さ
せ
る
が
、
│
│
線
部
は
、
董
黯
の
言
で
は
な
い
の
で
、
類
林
の
本
文
に
は
、
「
跪
問
曰
」
に
呼
応
す
る
黯
の
言
（
陽
明
本

「
何
所
不
和
」
）
と
、
陽
明
本
の
「
母
曰
」
の
脱
落
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
本
図
の
董
黯
（
⑩
黯
の
帰
宅
）
が
、
走
っ
て
家
へ
向
か
う
様
子
は
、
図
十
五
に
描
か
れ
て
お
り
（
⑨
黯
の
馳
奔
）
、
田
中
に
あ
っ

た
黯
の
心
が
騒
い
だ
様
子
は
、
図
十
四
に
描
か
れ
て
い
る
（
⑧
田
中
の
黯
）
。
だ
か
ら
、
本
図
の
題
記
が
導
く
所
に
従
い
な
が
ら
、
溯
っ
て

⑥
黯
母
暴
行
（
図
十
二
、
図
十
一
）
に
発
す
る
、
董
黯
の
動
き
を
図
十
三
（
⑦
黯
の
遠
行
）
、
図
十
四
（
⑧
田
中
の
黯
）
、
図
十
五
（
⑨
黯

の
馳
奔
）
か
ら
、
本
図
（
⑩
黯
の
帰
宅
）
へ
と
辿
り
眺
め
る
と
、
私
達
は
、
恰
も
現
代
の
コ
ミ
ッ
ク
を
見
る
が
如
く
、
目
の
前
に
物
語
の

流
れ
る
様
を
、
具

つ
ぶ
さ

に
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ほ
ぼ
千
五
百
年
の
歳
月
を
隔
て
る
、
北
魏
時
代
の
絵
物
語
が
、
か
く
再
現
さ
れ
る
こ
と

は
、
殆
ど
奇
跡
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
⑧
、
⑨
が
、
⑩
を
場
面
化
し
た
、
本
図
の
題
記
中
に
、

　
　

⑧黯
在
田
心
驚
⑨向

家
⑩問

母
時

と
い
う
如
く
、
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
孝
子
伝
図
な
ど
の
題
記
と
図
像
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
事
実
を
私
達
に

齎
す
で
あ
ろ
う
。
本
図
の
題
記
が
、
陽
明
本
孝
子
伝
本
文
に
基
づ
い
て
作
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
だ
が
、
時
間
に

依
拠
す
る
言
葉
（
文
字
）
と
空
間
に
依
拠
す
る
絵
（
図
像
）
と
は
、
そ
の
表
現
内
容
が
著
し
く
異
な
る
。
即
ち
、
言
葉
は
、
空
間
を
描
く

こ
と
が
出
来
ず
（
示
唆
す
る
こ
と
は
出
来
る
）
、
絵
は
、
時
間
を
描
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
図
像
と
題
記
と
を
同
一
の

場
面
に
配
す
る
。
孝
子
伝
図
な
ど
の
現
存
様
式
は
、
空
間
と
時
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
特
性
を
一
つ
に
組
合
わ
せ
て
共
に
生
か
そ
う
と
す

る
、
優
れ
て
美
術
史
的
な
表
現
法
と
す
べ
き
だ
が
、
そ
れ
は
、
題
記
に
よ
る
時
間
の
切
り
取
り
と
、
図
像
に
よ
る
空
間
の
切
り
取
り
と
が
、

場
面
と
し
て
一
致
す
る
限
り
に
お
い
て
し
か
成
功
し
な
い
、
表
現
法
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
題
記
と
図
像
と
が
合
っ
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て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
題
記
と
図
像
と
が
本
来
有
し
て
い
る
、
上
述
の
特
性
か
ら
、
意
図
的
か
そ
う
で
な
い
か

を
問
わ
ず
、
題
記
と
図
像
と
は
屢
々
ず
れ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
本
図
の
題
記
に
お
け
る
⑧
、
⑨
の
ケ
ー
ス
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
前

掲
図
二
、
⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
題
記
、
「
董
晏

（
黯
）

母
供
王
寄

（
奇
）

母
語
時
」
な
ど
も
、
図
九
（
⑽
A
）
か
ら
ず
れ
た
例
と
捉
え
ら
れ

る
。
そ
の
ず
れ
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
例
え
ば
、
本
図
に
お
け
る
⑧
、
⑨
の
題
記
や
、
図
二
の
題
記
（
④
）
な
ど
、
そ
れ
ら
の
題
記

に
対
応
す
る
図
像
は
、
当
該
の
図
像
の
中
に
は
な
く
、
別
の
所
に
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
即
ち
、
本
図
の
題
記
⑧
、
⑨
の
場
面
は
、

本
図
中
に
は
見
当
た
ら
ず
、
全
く
別
の
遺
品
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）
右
側
板
左
の
上
の
左
（
図
十
四
）
と
右
（
図
十
五
）
と
に
描

き
分
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
図
二
（
⑴
）
の
題
記
の
表
わ
す
、
④
両
母
の
対
話
の
場
面
は
、
図
二
の
図
像
の
中
で
は
な
く
、
こ
の
度
出

現
し
た
、
や
は
り
別
遺
品
の
⑽
A
（
図
九
）
に
見
出
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
孝
子
伝
図
の
題
記
と
図
像
間
に
お
け
る
、
そ
の
よ
う
な
ず
れ

や
、
題
記
の
ず
れ
た
部
分
が
別
の
所
即
ち
、
別
の
遺
品
の
内
に
場
面
化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
確
認
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
例
え
ば
小
稿
で
扱
う
董
黯
の
よ
う
な
、
同
一
素
材
を
用
い
た
図
像
の
例
が
、
極
端
に
少
な
か
っ
た
こ
と
に
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
従
来
の
研
究
環
境
に
お
い
て
、
十
二
も
の
異
な
っ
た
場
面
を
数
え
得
る
、
こ
の
董
黯
図
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、

極
め
て
特
殊
な
事
例
に
属
す
る
。
稀
少
な
場
面
の
数
が
豊
富
に
な
っ
て
ゆ
く
と
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
が
起
き
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

か
つ
て
題
記
と
図
像
と
の
間
で
起
き
て
い
た
こ
と
、
即
ち
、
ず
れ
の
生
じ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
は
漠
然
と
し
か
認
識
出
来
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
場
面
の
用
例
数
の
圧
倒
的
な
増
加
に
よ
っ
て
、
俄
に
両
者
間
の
ず
れ
が
ク
リ
ア
ー
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ず
れ
と
別

遺
品
の
図
像
と
の
関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
細
部
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
見
分
け
る
こ
と
が
、
可
能
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
今
般
の

董
黯
図
の
俯
瞰
か
ら
拓
け
る
、
新
た
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
前
述
⑥
の
図
十
一
（
⑺
）
と
図
十
二
（
⑽
B
）
の
図
像
の
酷
似
に
加
え
、

例
え
ば
本
題
記
（
⑽
C
）
に
お
け
る
⑧
や
⑨
の
ず
れ
が
何
故
、
別
遺
品
（
⑺
）
の
図
十
四
や
図
十
五
に
見
出
だ
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ず
れ
は
、
⑽
を
刻
し
た
工
人
の
、
そ
の
場
限
り
の
思
い
付
き
か
ら
、
偶
然
に
生
じ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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お
そ
ら
く
遺
品
⑺
、
⑽
な
ど
に
共
通
す
る
粉
本
が
あ
っ
て
、
工
人
に
よ
り
種
々
の
場
面
が
取
り
出
さ
れ
る
時
、
例
え
題
記
と
当
該
場
面
と

に
大
き
な
ず
れ
が
起
き
た
と
し
て
も
、
同
じ
粉
本
に
基
づ
い
て
、
違
う
場
面
の
取
り
出
さ
れ
た
別
遺
品
の
内
に
、
そ
の
ず
れ
た
題
記
部
分

の
場
面
が
見
出
だ
さ
れ
る
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
た
、
例
外
的
に
場
面
数
の
多
い
孝
子
伝
図

と
言
え
ば
、
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
に
描
か
れ
た
、
八
場
面
を
擁
す
る
舜
図
が
唯
一
、
伝
存
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た㉖
。
そ
れ
と
較
べ
て

も
、
今
般
の
董
黯
図
の
十
二
図
と
い
う
数
は
、
空
前
の
規
模
で
あ
る
こ
と
が
、
直
ち
に
了
解
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
例
え
ば
本

題
記
と
図
像
と
の
ず
れ
、
そ
の
ず
れ
た
部
分
が
別
遺
品
に
見
出
だ
さ
れ
る
と
い
う
、
新
た
な
事
実
の
差
し
示
す
の
が
、
粉
本
と
し
て
の
董

黯
画
巻
の
存
在
と
い
う
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

数
少
な
い
用
例
か
ら
、
殆
ど
を
推
測
の
み
に
頼
っ
て
、
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
、
様
々
な
制
約
が
課
さ
れ
た
人
文
学
の
研
究
に
お
い

て
、
日
常
的
に
よ
く
見
掛
け
る
光
景
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
結
論
が
、
裏
付
け
と
な
る
証
拠
を
欠
い
た
、
茫
漠
た
る
一
面
を
持
つ
こ
と
は
、

或
る
意
味
で
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
何
か
の
拍
子
に
用
例
の
数
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
時
、
前
述
の
如
く
量
と
質
の
転

換
が
生
じ
、
単
な
る
仮
説
に
過
ぎ
な
か
っ
た
以
前
の
結
論
が
、
裏
付
け
を
伴
っ
た
確
か
な
も
の
へ
姿
を
変
え
、
新
た
な
方
向
性
を
示
す
一

説
と
し
て
、
甦
る
こ
と
が
あ
る
。
小
稿
で
扱
う
董
黯
図
な
ど
が
、
正
し
く
そ
の
ケ
ー
ス
に
当
嵌
る
。
私
が
十
六
年
前
に
董
黯
図
の
こ
と
を

論
じ
た
時
、
そ
の
用
例
数
は
、
二
（
三
）
遺
品
の
三
（
四
）
場
面
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
拙
稿
Ⅰ
）
。
そ
れ
が
今
日
、
十
遺
品
十
二
場
面
を
数

え
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
偏
に
呉
強
華
氏
に
よ
る
体
系
的
且
つ
、
苦
心
の
董
黯
図
蒐
集
に
負
う
所
が
大
き
い
。
例
え
ば
呉
氏
蔵

品
は
、
そ
の
十
遺
品
中
の
五
遺
品
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
董
黯
図
の
研
究
環
境
と
い
う
も
の
を
、
文
字
通
り
一
変
さ
せ
た
こ
と
に
関
し
て

は
、
遺
品
⑽
の
出
現
に
加
え
、
特
に
呉
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
賜
物
と
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
呉
氏

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
董
黯
図
の
み
な
ら
ず
、
二
十
一
世
紀
中
国
に
お
け
る
孝
子
伝
図
研
究
の
中
核
を
な
す
も
の
と
し
て
、
世
界
的
規
模
に

お
け
る
研
究
の
展
開
を
促
す
、
動
力
源
の
役
割
を
荷
っ
て
ゆ
く
に
違
い
な
い
。 

（
佛
教
大
学
教
授
）


